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略
歴 

一
九
六
〇
年
二
月
愛
知
県
名
古
屋
市
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
三
井
住
友
銀
行
、
会
計
事
務
所
Ｐw

Ｃ
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
キ

ャ
ピ
タ
ル
、
東
芝
と
三
菱
電
機
の
合
弁
会
社
で
あ
る
Ｔ
Ｍ
ＥI

Ｃ
等
に
勤
務
。
現
在
、
台
湾
企
業
２
社
の
在
日
代
表
を
勤
め
、
服
部
栄
養

専
門
学
校
や
Ｉ
Ｔ
事
業
者
等
の
顧
問
に
就
任
中
。
家
族
と
共
に
東
京
に
在
住
。
吟
遊
の
会
員
で
あ
り
、
世
界
俳
句
協
会
の
会
員
で
も
あ

る
。
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第8

回
世
界
俳
句
協
会
大
会
と
イ
タ
リ
ア
・
パ
ル
マ
で
開
催
さ
れ
た
第9

回
世
界
俳
句
協
会
大
会
に
参
加
。

同
時
に
、
漢
詩
サ
ー
ク
ル
・
葛
飾
吟
社
と
２
つ
の
連
句
結
社
に
所
属
。
二
〇
二
四
年
月
刊
「
俳
句
界
」
１
２
月
号
に
漢
俳
に
関
す
る
記

事
を
寄
稿
。
日
本
語
教
師
と
通
訳
案
内
士
の
資
格
を
持
ち
、
世
界
各
国
言
語
を
学
習
す
る
こ
と
と
旅
行
を
趣
味
と
す
る
。
日
本
語
で
句

作
の
み
な
ら
ず
、
英
語
俳
句
や
漢
語
俳
句
の
創
作
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。 

 

授
賞
理
由 

古
典
的
修
辞
と
現
代
的
語
彙
の
結
合
か
ら
生
ま
れ
る
ユ
ー
モ
ア 

 

授
賞
作 

●
「
吟
遊
」
第
一
〇
三
号
（
二
〇
二
四
年
七
月
） 

山
割
っ
た
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
が
の
っ
ぺ
り
と 

一
二
三
四
五
あ
と
二
円
足
り
な
い 

袋
小
路
小
町
自
慢
の
野
ば
ら
咲
く 

草
茂
る
境
界
標
に
鳩
首
の
眼 

翌
朝
肛
門
が
石
膏
で
固
ま
っ
た 

ゴ
ー
グ
ル
に
春
は
あ
け
ぼ
の
東
山 

 

●
「
吟
遊
」
第
一
〇
四
号
（
二
〇
二
四
年
十
月
） 

火
炎
樹
の
紅
映
ゆ
る
道
塩
が
吹
き 

イ
エ
ィ
イ
エ
ィ
の
振
り
な
お
熱
き
エ
イ
テ
ィ
ー
ズ 

迷
走
の
台
風
の
ご
と
天
牛
も 

ミ
サ
イ
ル
を
く
れ
！ 

タ
イ
に
持
ち
込
む
リ
ン
グ
際 

「
移
民
が
猫
喰
う
」
リ
ッ
プ
じ
い
さ
ん
な
ぜ
か
健
在 

 

●
「
吟
遊
」
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
五
年
一
月
） 

人
な
べ
て
ク
リ
ッ
ク
数
を
競
ふ
世
に 

カ
メ
レ
オ
ン
変
幻
自
在
君
を
惹
く 

そ
の
賭
場
ぢ
ゃ
取
ら
ぬ
テ
ラ
銭
思
考
剥
ぎ
取
る 

言
葉
の
矢
無
間
地
獄
に
落
と
す
も
の 

繋
が
れ
ば
繋
が
る
ほ
ど
孤
独
に
な
る 

東
西
ビ
ー
ナ
ス
そ
の
異
な
る
腰
の
線 

 



 ●
「
吟
遊
」
第
一
〇
六
号
（
二
〇
二
五
年
四
月
） 

廻
り
く
る
決
算
の
日
々
春
隣 

ド
ー
バ
ー
の
海
峡
潜
る
酒
談
義 

貸
し
農
園
ハ
ク
ビ
シ
ン
い
で
整
地
せ
り 

料
峭
に
腸
内
和
音
の
ト
レ
モ
ロ
奏 

お
た
く
の
名
息
子
と
同
じ
っ
て
、
老
母
言
う 

お
し
っ
こ
に
い
く
っ
て
！ 

一
分
前
行
っ
た
で
し
ょ 

天
狼
の
一
点
響
く
樹
々
の
上 

     


